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新しくなった 松代保育園

　3月26目、松代下町のデイサ・一ビスtzンター

や町営住宅の近くに松代保育園が完成し、31目

には一般公開も行われました。地域子育て支援

スペースも充実。未来を担う子供たちと高齢者

との交流にも期待は広がります。
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総額53億7，037万円（6会計）

391、意7500万円彗
　
三
月
六
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
定
例
町
議
会
で
、
平
成
八
年
度
予
算
が
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
予
算
は
、
来
春
開
通
す
る
北
越
北
線
の
開
業
準
備
を
始
め
雪
に

強
く
、
雪
を
楽
し
め
る
町
づ
く
り
を
目
指
す
ほ
か
、
移
動
通
信
施
設
整
備
や

公
営
住
宅
建
設
な
ど
、
若
者
の
定
住
環
境
づ
く
り
と
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
在
宅
福
祉
に
重
点
を
置
き
、
総
額
五
十
三
億
七
千
三
十
七
万
円
。
昨
年
度

に
比
べ
、
三
億
四
千
三
百
二
万
円
、
率
に
し
て
、
六
・
四
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
，

　
町
の
予
算
は
、
　
「
一
般
会
計
」
と
「
特
別
会
計
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

大
部
分
の
事
業
は
一
般
会
計
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
水
道
事
業
や
国
民
健

康
保
険
事
業
な
ど
は
、
特
別
会
計
と
し
て
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
、
基
本
計
画
を
策
定
し
、
今
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
す
る
公
共
下
水

道
事
業
も
特
別
会
計
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

　
こ
の
予
算
が
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
、
そ
の

概
要
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

懸
、謙灘騨麟…羅睦

国民健康保険 3億4682万円
．『国民健康保険診療施設 1896万円

簡易水道事業 3億4021万円
老　　人　　保　　健 5億　717万円

公共下水道事業 1億8221万円
531、意7037万円計、繍1

　
一
般
会
計
は
、
昨
年
度
と
比
べ
て

一
億
一
千
万
円
（
二
・
八
％
）
増
の

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
．

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
、
県
支
出
金
、
町
債
な
ど
の
依

存
財
源
が
三
十
一
億
一
千
四
百
四
十

二
万
円
で
、
昨
年
よ
り
二
・
二
％
、

六
千
九
百
三
十
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
方
交
付
税
の

増
と
と
も
に
、
県
単
独
事
業
の
増
加

に
よ
り
、
県
支
出
金
が
増
え
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
一
方
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
町
民
税
や
基
金
か
ら

の
繰
入
金
な
ど
の
自
主
財
源
は
、
八

）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）

一肢芸訂蔵人蔵出の状滉
　　議会費
　　　6，824万円（1．7％

※　労働費
そ　　1，654万円（0．4％
の　　予備費
他　　1，147万円（0．3％

　　災害復旧費
　　　　521万円（0．1％

、縣罐癌．

公
債
費
5
億
7
、067万円
（14．4％）

総
務
費
6
億

土
木
費
8
億
（20．3％）

業費，

789万円　・ 8，237万円1

（17．2％）』

農林

4億

5，IIO万円

（II．3％）

民生費　嚢
3億

教育費　1．

3億

商工費
2億

9，503万円

2億

衛生費　』

．6，902万円、

　（9，3％）署
504万円．
（7．7％）． （7，4％）『

6，289万円1

（6．6％）、『

’
消
防
費

（3．3％）1． ※その他

地方交付税

20億7，500万円

　（52．2％）

県支出金　．

3億

8、522万円

町債
3億

7，540万円 鷲蓑㈱翻霧

その他①一PP『
繰入金
2億

9，417万円

（7．4％）

町税
2億

4，007万円

（6。0％）．

そ
の
他
②（9．7％〉． （9．4％）嵩

国庫
支出金
1億

懸灘欝

　そ
　の
　他

地方譲与税
　5，981万円（1．5％）　　　　そ
自動車取得税交付金　　　　　の
2，500万円（0．6％）　　　　　他

その他
　　一一m、（＾つハ　　　　　例鵡圖』①

諸収入
1億8，236万円（4．6％）

使用料・手数料
　4，8H万円（1．2％）
その他
　∩roバ冒皿〆り【0／、86万円（2．5％）万円（0．2％）

自主財源 21．∈6％依存財源78．4％
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町の予算は

億
六
千
五
十
八
万
円
、
昨
年
よ
り
五

％
、
四
千
七
十
二
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
財
産
収
入
で

基
金
利
子
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
が

主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
松
代
保
育
園
改
築
事

業
が
終
わ
っ
た
民
生
費
が
、
昨
年
に

比
べ
四
億
三
千
五
百
五
十
二
万
円
、

約
五
十
三
％
の
大
幅
減
と
な
り
ま
し

た
が
、
新
規
事
業
と
し
て
「
地
域
子

育
て
支
援
事
業
」
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
い
る
家
庭
の
「
住
宅
改
造
費
補

助
事
業
」
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
総
務
費
は
、
携
帯
電
話
等

が
使
用
可
能
に
な
る
移
動
通
信
用
鉄

塔
施
設
整
備
事
業
や
、
駅
周
辺
施
設

の
整
備
な
ど
に
よ
り
約
三
十
一
％
増

人件費　19．3％

費
％
債
五

公
1
4

※その他内訳

出資金及び貸付金2．1％

積立金0．9％

予備費0．3％
　　　　　　　　　　　　※
　　　　　　　　　駕曽き

　　　　　繰出金轟艶
　　　　　　　　　ぶ軸
　　　　　　5．5％
　　補助費

　　　6．9％・1鞍雛
義務繭

　
％
　
潔

鍵
縫
舗

鴇
嘲
、

般
　
億
5
0

一
　
3
9
7
，

灘灘顯
、購蒙
　
　
％

費
　
5

件
　
厘

物

　　　　　　　　　へ
毅嚢雛慈簿翻．霧％
隆

普通建設事業費

　　　　　30．7％

災害復旧費0．1％

額
の
六
億
八
千
二
百
三
十
七
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
土
木
費
は
、
八
億
七
百
八
十
九
万

円
。
町
道
の
改
良
や
修
繕
、
昨
年
度

か
ら
の
下
町
公
営
住
宅
建
設
や
、
実

質
今
年
度
か
ら
工
事
の
始
ま
る
下
水

道
事
業
へ
の
繰
出
金
、
道
路
除
雪
や

克
雪
住
宅
の
資
金
貸
付
及
び
資
金
補

助
な
ど
で
構
成
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
よ
り
八
十
八
％
増
額
と
な
っ

た
商
工
費
は
、
二
億
九
千
五
百
三
万

円
。
増
額
の
主
な
理
由
は
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
場
の
整
備
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

キ
ー
場
の
上
方
）
を
来
年
度
に
か
け

て
行
う
た
め
で
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、
簡
易
水
道
会
計

が
三
億
四
千
二
十
一
万
円
で
、
昨
年

よ
り
十
一
％
、
三
千
三
百
五
十
九
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

主
に
、
平
成
十
二
年
の
完
成
を
目
指

し
た
松
代
地
区
簡
易
水
道
第
五
次
拡

張
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

と
国
保
診
療
施
設
会
計
を
合
わ
せ
た

予
算
は
三
億
六
千
五
百
七
十
八
万
円
、

医
療
費
・
加
入
者
数
の
減
少
に
よ
り

昨
年
に
比
べ
、
二
千
九
十
七
万
円
、

約
五
・
四
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
老
人
保
険
特
別
会
計
は
、
五
億
七

百
十
七
万
円
、
昨
年
に
比
べ
三
千
八

過去10年間の予算の推移と性質別割合

■投資的経費
國その他消費的経費

□義務的経費

40

30

20

10

平
成
八
年
度

平
成
七
年
度

平
成
六
年
度

平
成
五
年
度

平
成
四
年
度

平
成
三
年
度

平
成
二
年
度

平
成
元
年
度

昭
和
六
三
年
度

昭
和
六
二
年
度

0
（
億
円
）

百
十
九
万
円
、
約
八
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
十
二
月
議
会
で
設
置
が
決

ま
っ
た
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

は
、
一
億
八
千
二
百
二
十
一
万
円
。

　
本
年
度
か
ら
七
ヵ
年
計
画
で
平
成

十
四
年
度
を
完
成
目
標
と
す
る
工
事

に
着
手
し
ま
す
。
今
年
は
、
新
千
年

橋
か
ら
ふ
る
さ
と
会
館
前
を
国
道
の

整
備
に
合
わ
せ
て
行
う
予
定
で
す
。

　
平
成
七
年
度
予
算
の
概
要
を
簡
単

に
設
明
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他

の
事
業
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次

の
四
～
五
貢
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

用
語
の
説
明

依
存
財
源

　
国
や
県
に
た
よ
る
お
金

町
債

　
町
が
事
業
等
を
行
う
た
め

　
国
等
か
ら
借
り
る
お
金

自
主
財
源

　
町
独
自
で
得
る
お
金

3



〉
町
長
　
関
谷
達
治

助
役

く
樋
口
芳
夫

収
入
役

く
関
谷
政
和

今
年
度
の
ス
タ
ッ
フ
と

主
な
仕
事
を

紹
介
し
ま
す
。

今
年
は
行
政
圏
が
十
日
町
広
域
圏

と
な
る
こ
と
に
備
え
、
各
町
村
職
員

の
派
遣
が
決
ま
り
当
町
か
ら
も
一
名

が
派
遣
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
四
名
の

方
が
退
職
、
新
た
に
三
名
が
採
用
さ

れ
そ
れ
ぞ
れ
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

全
職
員
の
所
属
と
、
今
年
の
主
な

事
業
と
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

囲
　
㊧
印
は
参
事
　
⑧
印
は
副
参
事

　
○
印
は
係
長
　
太
字
は
新
採
用

4

　
夫
夫
弘
子
美
子
藏

雄
　
　
　
　
津

　
達
徹
一
恵
広
美
孝

利
　
藤
藤
藤
野
　
島
野

木
　
　
　
　
　
野

　
佐
佐
佐
牧
柳
小
茂

鈴
㊥
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
般
通
転
務
　
　
報

長
全
咬
運
　
”
”

　
務
災
通

課
庶
防
交
庶
　
　
広

　
（
　
（
　
（
　

（
　
（
　
（
　

（

嘱託員行政事務委託　　780万円

地方バス運営費補助1，050万円

交通安全対策費　　　　323万円

上越地域消防負担金7，495万円

消防施設費　　　　　3，382万円

町育英奨学金貸付　　　288万円

広報等印刷費　　　　　531万円

町営バス運営費　　　613万円

県知事・農業委員会選挙費

　　　　　　　　　1，006万円

購
灘

翻騨
舜
　
　
、

事務局長　山　賀　八　郎

（書　　記）　福　原　満　江

6，824万円議会運営費

　
郎
夫
久
行
勝
子
広
聡
　
夫

雄
　
一
丈
　
秀
　
慶
政
　
　
則

善
　
　
　
　
　
　
　
）

　
川
口
　
藤
橋
方
木
川
合
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
組

　
堀
石
柳
佐
高
西
鈴
市
域
佐

柳
⑤
　
　
　
O
　
　
　
広

　
）
）
）
）
）
）
）
）
域

　
画
　
政
　
務
　
　
　
地

長
　
，
　
ノ
　
，
，
ノ
町

　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　

ノ
　
　
　
，
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

課
企
　
財
　
税
　
　
　
＋

　
（
　
（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（

1，079万円

　980万円

賦課徴収費

企画統計調査費

　
二
雄
樹
子
江
美
子
子
子
ノ
美
子
え
子
穂
工
子
志
徹
良
和
美
代
子
子
忍

一
　
　
　
ね
美
友
和
　
　
ヨ
　
シ
じ
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
美

　
徳
敏
幸
み
喜
真
美
恭
好
キ
朋
ト
ふ
町
美
ハ
裕
靖
　

一
正
里
和
由
淳

健
持
持
田
岸
本
橋
堺
藤
藤
井
岸
。
月
　
。
岡
藤
木
谷
井
井
。
木

　
米
米
牧
柳
山
山
高
小
佐
佐
若
山
柳
石
若
柳
柳
樋
室
齋
鈴
関
数
酒
樋
齋

柳
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
祉
母
　

母
母
母
民
生
　
婦
士

長
　
”
”
保
”
”
”
”
”
保
”
”
保
保
”
住
”
”
衛
”
”
”
健
”
”
養

　
　
　
　
代
　
　
　
　
野
　
　
生
伏
　
籍
　
　
保

課
福
松
　

室
蒲
犬
戸
国
　
保
栄

　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（

デイサービスセンター

　姪7－37QO　FAX7－3985

センター長　松永　勝

ホームヘルパー委託料　1，550万円

老人クラブ活動費補助310万円

老人保護措置事業　7，030万円
デイサービスセンター管理費　3，817万円

寝たきり老人家庭援助252万円

重度心障者医療費補助476万円

身体障害者措置事業1，770万円

児童手当　　　　　　492万円

住宅改造費補助事業　200万円

保育所運営費　　　　9，176万円

国民年金事務費　　　1，446万円

戸籍事務費　　　　　1，793万円

住民健診委託料　　　2，600万円

危険物ごみ収集委託1，181万円

町営火葬場管理運営費251万円

繰出金

簡水特別会計へ1億1，351万円

国保特別会計へ　　1，327万円

老人特別会計へ　　2，588万円



　
美
子

和
　
和
栄

政
　
藤
辺

谷
　
佐
田

関　
　
　
　

　
計
納

役入
収
会
出

　
（
　
（

会計管理費 118万円

事務所：総合センター一

容7－2301　FAX7－3905

一
茂
子
子
作
儀
苗
子

嵩
　
月
和
幸
盛
早
洋

橋
賀
堺
日
口
山
　
羽

高
山
小
春
樋
村
柳
萬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
長
務
務
務
務
務

　
次
　
”
用
用
用
朔

育
育
　
　
中
小
小
4

教
教
僚
（
舩
舩
甑
艦

平
裕
孝
浩
正
潟
岸

西
柳
山
ゆ
）

脹
糖
ノ

購
会
，

公
催
ー

総合体育館

饗7－3752　EAX7－3134
（社会体育）㊥齊　木　　　勉

（〃）牧田義明
小学校管理費　　　　8，042万円

中学校管理費　　　　4，609万円

いきいきスクールプロジェクト

推進費（小・中）　226万円

教育振興費　　　　1，694万円

社会教育振興費　　　620万円

総合センター等維持管理費

　　　　　1，986万円
保健体育事業費　　　892万円

体育施設維持管理費2，111万円

教
育
長

く
高
橋
嵩

前教育長関谷昭平氏のご勇退

に伴い三月議会で同意を受け、

同月十九日開かれた教育委員会

で、前農林課長の高橋嵩一氏が

新教育長に選任されました。
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茂
司
郎
浩
俊
広
郎
芳

泰
　
　
　
　
　
太

　
　
健
祥
高
秀
孝
益
昌

宣
　
岡
川
橋
　
岡
井
山
木

橋
　
室
市
高
柳
室
若
秋
鈴

高
㊥
　
　
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
設
　
　

務
　
械

長
建
ノ
，
，
　
ノ
　
ノ

　
木
，
ノ
ー
　
ー
　
－

課
土
　
　

業
　
機
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（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（

水道室長　　宮　沢　諄　一

（水　道）○菅井正一
（下水道）○萬羽美栄
（　〃　）佐藤　 正

町道整備事業（維持・改良・

国庫補助含む）1億7，838万円

国県道工事負担金　　5，000万円

克雪対策事業　　1億5，058万円

住宅管理費　　　　　2，321万円

克雪住宅資金貸付　　6，350万円

克雪住宅普及促進事業補助金

　　　　　2，200万円
住宅用地整備費　　2，816万円

公営住宅建設費1億9，019万円

公共下水道繰出金　5，791万円

下水道建設事業1億6，494万円

合併処理浄化槽補助金597万円

簡易水道維持管理費6，623万円

第5次簡易水道拡張事業

　　　　1億4，745万円

B
夫
一
一
治
一
隆
夫
彦
男
人
世
男

ヌ

市
哲
信
幸
栄
壮
　
芳
利
明
清
英
松

英
　
沢
藤
沢
谷
雲
　

田
　
沢
田
川
口

谷
　
相
佐
相
関
南
柳
武
柳
松
池
市
石

関
㊥
＠
　
　
　
　
○
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合
業

長
建
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”
ー
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林
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ノ
頸

課
農
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東
職
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（
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（

農業委員会

事務局長　　米　持　恒　敏

ふるさと定住促進対策500万円

出稼労働者援護事業　204万円

農業機械銀行リース用機械導入

　　　　　2，014万円
農業委員会経費　　　　356万円

集落センター等修繕　　300万円

新生産調整推進対策　　359万円

山村定住条件整備　　2，205万円

農免農道・中山間地事業負担金

　　　　　6，148万円
低コスト対応土地条件整備事業

　　　　　1，820万円
県単土地改良事業　7，200万円

団体営地すべり関連事業

　　　　3，500万円
森林総合整備事業　　　884万円

林道整備国庫補助　　2，500万円

・事務所：ふるさと会館3階

費7－3000　FAX7－2300

　
男
彦
子
彰
雄
春

夫
　
定
清
保
　
博
幸

利
　
堺
木
野
口
口
木

場
　
小
鈴
大
樋
石
鈴

馬
⑭
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光
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芝峠温泉レストビレッジ峰

豊7－3939　FAX7－3926
支配人　　㊧鈴　木　幸紀代

地域活性化支援事業1，320万円

ほくほく線開業準備　　931万円

移動通信用鉄塔施設整備事業

　　　　1億5，000万円
駅周辺施設整備　　　1，607万円

ふるさと会館管理費2，356万円

ふるさと会館利用推進400万円

スノーボード場整備　1億8，501万円

スキー場管理運営委託　2，367万円



松
代
町
行
政
改
革
大
綱

　
昨
年
十
月
一
日
『
行
政
改
革
』
を

推
進
す
る
た
め
町
政
に
優
れ
た
識
見

を
有
す
る
方
々
十
名
を
委
員
と
し
で

任
命
し
、
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
諮
問
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
十
二
月
二
十
日
答
申

を
得
、
三
月
十
八
日
、
行
政
改
革
推

進
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で

町
民
の
皆
様
に
公
表
い
た
し
ま
す
。

基
本
　
方
針

1
　
基
本
的
な
考
え
方

　
国
よ
り
早
い
高
齢
化
社
会
と
、
日

本
経
済
の
低
成
長
時
代
を
迎
え
、
情

報
化
・
国
際
化
の
進
展
に
伴
う
生
活

の
質
や
環
境
へ
の
関
心
の
高
ま
り
な

ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
町
財

政
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
で
は
住
民
に
身
近
な
行

政
は
、
住
民
に
身
近
な
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
た
地
方
分
権
の
推
進
を
す
る
こ

と
が
、
平
成
六
年
十
二
月
に
閣
議
決

定
し
て
い
る
．

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
内
の

実
情
に
応
じ
た
行
政
を
積
極
的
に
展

開
で
き
る
行
政
シ
ス
テ
ム
・
財
政
基

盤
を
確
立
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

た
め
、
松
代
町
自
ら
が
自
主
的
・
主

体
的
に
行
政
運
営
全
般
に
わ
た
る
総

点
検
を
行
い
、
明
確
な
方
針
の
も
と

に
行
政
改
革
を
推
進
す
る
。

2
　
行
政
改
革
砂
進
め
方

　
行
政
改
革
を
推
進
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
　
「
松
代
町
行
政
改
革
推
進
委

員
会
」
の
答
申
を
尊
重
し
、
庁
内
に

推
進
本
部
を
設
置
し
て
、
議
会
と
連

携
し
な
が
ら
町
の
自
主
性
・
自
立
生

を
高
め
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち

た
町
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
職
員
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
新
た
な
行
政

課
題
に
適
合
し
た
行
政
改
革
推
進
の

た
め
の
組
織
の
構
成
や
運
営
方
法
の

見
直
し
を
随
時
行
い
、
地
域
に
関
す

る
行
政
を
主
体
的
に
担
い
、
企
画
・

立
案
、
調
整
、
実
施
な
ど
を
一
貫
し

て
処
理
で
き
る
行
財
政
基
盤
の
確
立

を
目
指
す
．
こ
れ
ま
で
の

主
な
取
り
組
み

◇
昭
和
五
十
六
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
行
政
改
革
大
綱
策
定

　
★
補
助
金
の
廃
止

　
　
（
町
猟
友
会
・
町
養
鯉
組
合
・

　
　
建
築
士
会
松
代
支
部
・
町
酒
造

　
　
研
究
会
・
町
種
子
更
新
協
議
会
）

　
★
教
育
事
務
室
を

　
　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置

▼平成7年12月20日答申　
★
機
構
改
革

　
　
広
報
係
（
公
民
館
↓
総
務
課
）

　
　
行
政
相
談
と
自
衛
隊
事
務

　
　
　
　
　
（
社
会
課
↓
総
務
課
）

　
　
自
動
車
臨
時
運
行
許
可
事
務

　
　
　
　
　
（
社
会
課
↓
税
務
課
）

　
　
治
山
事
務
（
建
設
課
↓
産
業
課
）

　
　
青
少
年
健
全
育
成
事
務

　
　
　
（
社
会
課
↓
教
育
委
員
会
）

◇
昭
和
六
十
年
十
月

　
　
　
　
　
　
行
政
改
革
大
綱
策
定

　
★
町
議
会
議
員
定
数
1
8
名
↓
1
6
名

　
★
町
職
員
定
員
三
％
削
減
（
三
名
）

　
★
松
代
町
役
場
奴
奈
川
支
所
廃
止

　
★
松
代
町
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
を

　
　
室
野
集
落
に
管
理
委
託

　
★
補
助
金
廃
止

　
　
　
（
松
代
町
自
衛
隊
父
兄
会
）

　
★
補
助
金
縮
小
（
傷
痩
軍
人
会
・

　
　
　
　
　
　
　
軍
人
恩
給
連
盟
）

　
★
結
婚
相
談
員
廃
止

　
★
松
代
町
母
子
保
健
推
進
委
員
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
削
減

　
★
松
代
町
社
会
教
育
委
員
及
び
、

　
　
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
縮
小
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載せて押して

　「頸城の押し寿司」

（頸城村）

　
頸
城
村
か
ら
は
、
押
し
寿
司
の

話
題
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
押
し
寿
司
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ

の
と
お
り
上
越
地
域
に
古
く
か
ら

伝
わ
る
行
事
食
で
す
。
こ
れ
を
次

の
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、

村
の
特
産
品
に
し
よ
う
と
村
の
生

活
改
善
グ
ル
ー
プ
が
共
同
で
作
り

始
め
た
の
が
昭
和
六
十
二
年
で
し

た
。　
最
初
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ

ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
か
ら
枠
を
持

ち
寄
っ
て
押
し
寿
司
を
作
り
、
そ

れ
を
村
の
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

で
販
売
し
ま
し
た
。
本
当
に
売
れ

る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
だ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
予
想
以
上
に
好
評
で

売
場
の
前
に
は
行
列
が
で
き
、
作

る
あ
と
か
ら
売
れ
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。
今
で
は
、
村
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
一
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
で
は
半
俵

分
の
米
を
炊
い
た
も
の
が
入
る
大

き
な
押
し
寿
司
の
枠
を
二
つ
購
入

し
、
一
度
に
四
〇
〇
食
分
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
五
年
三
月
に
は
、
全
国

食
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル
で

国
土
庁
長
官
特
別
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
継
続
的
な
製
造

販
売
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
。

　
押
し
寿
司
に
使
う
米
は
、
も
ち

ろ
ん
地
元
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
〇
〇

暫
。
　
一
食
分
は
三
段
重
ね
で
、
載

せ
て
あ
る
具
は
五
目
、
し
そ
と
い

り
卵
、
大
根
の
味
噌
漬
け
と
く
る

み
と
ア
ミ
エ
ビ
な
ど
で
す
。

　
頸
城
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
で
の

際
は
、
ぜ
ひ
一
度
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。
わ
が
家
の
味
と
比
べ
て

み
る
の
も
楽
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
｛▲まっすぐ切るのが大変です。
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当
　
面
　
の

　
　
　
措
置
事
項

お
お
む
ね
平
成
八
～
十
年
度
ま
で
に

　
　
　
実
施
を
目
標
と
す
る
事
項

1
　
事
務
事
業
の
見
直
し

　
①
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
存

　
続
す
る
意
義
の
薄
れ
た
事
業
等
の

　
廃
止
・
縮
小
に
努
め
、
奨
励
す
る

　
意
義
の
あ
る
事
業
等
に
つ
い
て
は

　
積
極
的
に
取
り
組
む

　
②
庁
用
車
の
各
課
配
置
台
数
の
検

　
討
と
、
車
両
の
小
型
化
に
努
め
る

　
③
防
犯
及
び
、
事
務
の
効
率
化
を

　
図
る
た
め
、
現
金
窓
口
支
払
額
の

　
減
少
に
努
め
る

　
④
民
間
委
託
可
能
業
務
の
検
討

2
　
組
織
・
機
構
の
見
直
し

　
地
方
分
権
の
推
進
に
伴
い
事
務
量

の
変
化
の
生
じ
た
部
門
の
新
増
設
と

統
廃
合
を
積
極
的
に
進
め
る
。

3
　
定
員
管
理
の
適
正
化

　
公
正
な
職
務
を
遂
行
で
き
る
体
制

に
配
慮
し
な
が
ら
、
職
員
の
知
識
と

経
験
が
発
揮
で
き
る
配
置
に
努
め
、

業
務
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
適
正
な

定
貝
管
理
に
努
め
る
。

4
　
効
率
的
な
行
政
運
営
と

　
　
　
　
　
　
　
職
員
の
能
力
開
発

　
①
O
A
化
に
よ
り
、
事
務
処
理
の

　
　
　
　
　
　
　
　
効
率
化
を
図
ξ

　
②
各
階
層
、
職
種
に
応
じ
て
要
請

　
さ
れ
る
能
力
の
か
ん
養
を
図
る
た

　
め
、
研
修
の
充
実
に
努
め
る

5
　
公
共
施
設
の
設
置
と

　
　
　
　
　
　
管
理
運
営
の
見
直
し

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
利
用

状
況
の
減
少
し
た
施
設
の
有
効
活
用

と
、
効
率
的
な
管
理
体
系
の
確
立
を

目
指
す
．

6
　
補
助
事
業
の
見
直
し

　
受
益
と
負
担
の
公
平
生
を
確
保
し

補
助
金
の
補
助
率
改
定
等
を
積
極
的

●
に
進
め
る
。

7
　
各
委
員
会
・
協
議
会
の
見
直
し

　
適
正
な
委
員
会
・
協
議
会
の
設
置

及
び
加
入
の
見
直
し
を
進
め
る
。

8
　
料
金
関
係
の
見
直
し

　
受
益
者
負
担
を
根
幹
に
、
近
隣
市

町
村
等
と
の
バ
ラ
ン
ス
と
高
額
負
担

防
止
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
料
金
の
適

正
化
に
努
め
る
．

お
　
わ
　
り

に

　
現
下
の
厳
し
い
経
済
情
勢
と
、
住

民
税
の
減
税
等
で
町
財
政
の
現
状
は

非
常
に
厳
し
く
、
平
成
七
年
度
に
町

の
財
政
の
健
全
化
の
確
保
を
目
指
し

機
構
の
改
革
、
及
び
町
債
の
一
部
繰

り
上
げ
償
還
な
ど
に
よ
り
徹
底
し
た

節
減
合
理
化
を
図
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
更
に
行
政
シ
ス
テ
ム

改
革
を
真
に
実
行
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
に
は
、
こ
の
大
綱
の
「
行
政
改

革
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を

踏
ま
え
、
　
「
当
面
の
措
置
事
項
」
を

着
実
に
実
施
し
、
行
政
改
革
推
進
本

部
に
お
い
て
適
切
な
進
行
管
理
に
努

め
る
方
針
で
あ
る
。

　
そ
の
中
に
お
い
て
、
な
お
依
然
と

し
て
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、

並
び
に
急
激
に
高
齢
化
社
会
を
迎
え

て
い
る
こ
と
を
配
慮
し
な
が
ら
、
行

政
改
革
を
推
進
し
、
地
方
分
権
に
対

処
で
き
る
行
財
政
基
盤
の
確
立
を
目

指
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

＝
一
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

標
準
小
作
料
ヵ
改
定
さ
れ
ま
し
た
三

　
平
成
八
年
度
よ
り
標
準
小
作
料
が

次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

《
田
の
部
》

　
一
級
地
”
二
一
、
○
○
○
円

　
　
（
国
県
の
補
助
を
受
け
て

　
　
　
　
実
施
し
た
圃
場
整
備
地
）

　
二
級
地
“
一
五
、
○
○
○
円

　
　
（
町
単
及
び
個
人
で

　
　
　
　
実
施
し
た
圃
場
整
備
地
）

三
級
地
”
二
二
、
○
○
○
円

　
（
未
整
備
地
区
全
般
）

　
昨
年
十
二
月
二
十
日
、
貸
手
五
名

借
手
五
名
、
学
識
経
験
者
五
名
に
よ

る
協
議
会
が
役
場
に
お
い
て
開
か
れ

そ
れ
ま
で
の
五
級
地
か
ら
三
級
地
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
年
二
月
二
十
八
日
、

す
こ
や
か
な
老
後
の
た
め
に

　
　
　
　
年
金
制
度
の
あ
ら
ま
し

　
わ
が
国
の
年
金
制
度
は
、

①
す
べ
て
の
人
が
、
国
民
年
金
か
ら

　
生
活
の
基
盤
と
も
言
う
べ
き
共
通

　
の
基
礎
年
金
を
受
け
、
厚
生
年
金
、

　
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
た
人
は
、

　
上
乗
せ
の
年
金
を
受
け
る
「
二
階

　
建
て
の
年
金
」
と
す
る
。

②
年
金
の
給
付
水
準
と
負
担
（
保
険

　
料
）
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
将
来

　
の
負
担
を
軽
く
す
る
。

③
す
べ
て
の
婦
人
に
独
自
の
年
金
権

　
を
保
障
す
る
．

④
障
害
者
に
対
す
る
年
金
の
充
実
を

　
図
る
。

農
業
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
最
終
的

に
小
作
料
金
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
標
準
小
作
料
金
は
、

平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
が
、
一
応
の
目
安
と
し
て
設
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。
実
勢
の
料
金
に

つ
い
て
は
、
貸
手
・
借
手
の
両
者
間

で
話
し
合
っ
て
取
り
決
め
る
よ
う
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
　
《
畑
》
に
つ
い
て
は
設
定

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
松
代
町
農
業
委
員
会

　
な
ど
を
柱
と
し
て
、
高
齢
化
社
会

が
本
格
化
す
る
2
1
世
紀
に
お
い
て
も
、

安
定
し
た
年
金
制
度
が
維
持
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
二
十
歳

に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、

き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
年
を
と
っ
て
老
後

の
こ
と
が
切
実
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
あ
る
い
は
不
慮
の

事
故
に
遭
い
、
障
害
者
、
遺
族
に
な
っ

て
か
ら
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
す
。

　
あ
な
た
の
老
後
を
よ
り
充
実
し
た

も
の
と
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
国

民
が
助
け
合
う
『
国
民
年
金
制
度
の

理
解
』
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。一覆媛者一一第2号被保険者十灘者→

国民年金
（基礎年金）
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嘉哩

越後まつだい冬の陣
粟『、肇㌧多

3月9日（土）～10日，（日）

癒
灘

、
黙
欝
磯

16，000人！人出は

菰叛』拶笥…”＾，霜団

▲空からの会場風景。3月10日（日）

　　　　　　ヘリコプターも飛びました。

▼雪の中、東京松代会会長も

　　　　　参加しての鏡割り懸
蟹
轍華灘

▲B　S　N惣前アナウンサーは

　　　　　鍋奉行の位を叙位

罫

濠
ー還㈱

》
お
し
ん
の
小
林
綾
子
さ
ん
も

　
　
レ
ポ
ー
タ
ー
で

　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
。

蝦
〆
轟
拶

〉
子
ど
も
に
人
気
の
亀
甲
車

会場をわかせた

一木ひろしさんと

》
世
田
谷
区
教
育
委
員
会
の

　
　
　
み
な
さ
ん
も
元
気
に
参
加
。

　
戦
）

　
舎
ム

　
き
一

　
生
チ

　
！
◆
”

し
き
加

こ
活
参

み
　
（

上雪

’轍瀞

欝
騰
灘

，
摩
塁

★
総
合
優
勝

　
願
い
を
叶
え
る
室
野
龍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
室
野
区
）

★
手
づ
く
り
部
門
賞

　
豊
年
大
黒
み
こ
し

　
　
　
　
　
　
（
蓬
平
・
蓬
和
会
）

★
活
き
！
生
き
！
部
門
賞

　
犬
伏
は
だ
か
み
こ
し

　
　
　
　
　
（
犬
伏
け
や
き
の
会
）

▼総合優勝　室野区

雪像づくり

　　　：コンテスト

（参加15チーム）

◆
最
優
秀
賞

　
城
下
の
厄
は
ら
い
ま
す

　
　
（
竹
所
・
峠
・
木
和
田
原

　
　
　
　
雪
像
づ
く
り
グ
ル
…
プ
）

◆
優
秀
賞

　
ね
ず
み
　
（
新
町
子
供
会
）

◆
奨
励
賞

　
ほ
く
ほ
く
大
明
神

　
　
　
　
　
　
ほ
く
ほ
く
線
走
る
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
（
室
野
子
供
会
）
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　　簾纏露縁麟騰

　　．讐寄附奎覧

　　　　（敬称略・順不同）

★大和電研㈱

　カラーテレビ14型　　　2台

　CDラジカセ、カールブラシ
　ガス炊飯器、ステンレス鍋2

★松代建設業協会

　戦士ヘルメット　　　110個

　花火代　　　　　　60，000円

★しぶみ農業協同組合

　コシヒカリ　　　　　150kg

　花火代　　　　　　60，000円

★｛　㈱ポッカコーポレーション

　大塚製薬株式会社
　㈱和光ベンディング

　ポカリスエット　　600本
　缶コーヒー　　　　300本
　缶ジュース　　　　240本
★室野・三六商会

　くいだおれ横丁給水工事一式

★松代総合開発㈱

　芝峠温泉宿泊券　　　3名分

　入浴券　　　　　　　　400枚

★東京松代会　　　　100，000円

★東京松代会最高顧問

　関谷徳次郎　　　　30，000円

★東京松代会幹事長

　関谷孝　　 10，000円
★世田谷区（東京都）

　世田谷ワイン　　　　24本
　ネクタイピン、スカーフ

★グループ21　　　30，000円

★㈲岡村自動車整備工場

　　　　　　　50，000円
★関東川崎重工建機新潟支店

　　　　　　100，000円
★三条印刷㈱　　　　30，000円

★十日町青年会議所

　　　　　ビール2ケース
★十日町雪まつり実行委員会

　　酒1升、缶ビール2箱
★十日町青年会議所　富井教雄

　　　　　缶ビール1箱
★十日町青年会議所　小林弘樹

　　　　　缶ビール1箱
★松代中学校　　山岸校長

　　　　　　雪中梅1升
★田中光子（江東区）100，000円

　温かいご寄附を
　ありがとうございました。

9

o～っとれ／

▲和田芳夫　新城主

》
先
頭
は
ず
っ
と
先
！

　
　
う
し
ろ
は
大
勢
で

　
　
　
　
　
足
ぶ
み
状
態
で
し
た
。

松代城

新城主誕生！
　　　　　　　　　（完走414名）

和田芳夫（小千谷市）

高橋哲也（大字千年）

蒋爽認
加藤　隆（中郷村）

援畢恭将

上野哲俊（長野県須坂市）

輿業将

〈
石
垣
登
り

小嶋玲子（大字犬伏）

遠
島
者
（
グ
ァ
ム
）

　
　
　
　
小
山
隆
久
（
大
潟
町
）

　
　
　
　
小
堺
　
悟
（
大
字
蓬
平
）

　
　
　
　
斉
藤
芳
典
（
新
潟
市
）

　
　
　
　
市
井
利
博
（
上
越
市
）

　
　
　
　
市
川
道
雄
（
千
葉
市
）

仮
装
大
将
（
グ
ァ
ム
）

　
　
　
　
荻
原
　
譲
（
上
越
市
）

、乳熱適一

▲今年のコースは前島橋（長命寺前）

　
男
子
　
　
　
　
　
女
子

位
樋
口
直
樹
　
一
位
大
橋
和
子

位
桑
原
實
和
　
二
位
中
村
幸
子

位
石
附
徹

　
男
子
　
　
　
　
女
子

位
高
橋
直
幸
　
一
位
瀬
沼
美
穂

位
宮
澤
一
起
　
二
位
関
谷
智
美

位
鈴
木
啓
一
　
三
位
柳
早
矢
香

雪
中
ま
つ
だ
い

　
大
相
撲



下水道

キ、

れ
い
な

　
去
る
二
月
二
十
六
日
～
二
十
八
日

に
か
け
て
下
水
道
事
業
が
実
施
さ
れ

る
松
代
、
太
平
、
千
年
の
三
地
区
で

地
元
説
明
会
を
実
施
し
、
大
勢
の
皆

．
様
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
受
益
者
分
担
金

　
一
般
家
庭
で
は
二
十
六
万
円
、
営

業
さ
れ
て
い
る
方
、
事
業
所
等
は
一

般
家
庭
の
一
～
五
倍
と
す
る
。

■
供
用
開
始

　
松
代
・
太
平
地
区
　
平
成
十
三
年

　
千
年
地
区
　
平
成
十
五
年
の
予
定

■
使
用
料

　
現
段
階
で
は
、
一
般
家
庭
で
、
月

二
千
円
に
家
族
一
人
当
た
り
五
百
円

を
加
算
。
営
業
家
庭
や
事
業
所
等
で

月
二
千
円
に
水
道
使
用
料
十
立
方
を

水

セ
未
来
ま
で

地
元
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

越
え
た
一
立
方
当
た
り
百
五
十
円
を

加
算
。
　
（
正
式
な
金
額
は
、
供
用
を

開
始
す
る
前
に
条
例
で
定
め
る
）

■
配
水
設
備
工
事

　
汲
み
取
り
式
便
所
の
改
造
と
各
排

〉
熱
心
に
聞
き
入
る

　
　
松
代
地
区
の
み
な
さ
ん

水
か
ら
下
水
道
公
共
桝
ま
で
の
排
水

管
工
事
を
各
家
庭
の
負
担
で
行
う
。

（
工
事
は
指
定
工
事
店
に
依
頼
）

■
工
事

　
処
理
場
を
含
め
、
平
成
八
年
度
か

ら
十
四
年
度
を
目
標
に
、
総
工
事
費

四
十
億
四
千
万
円
の
予
定
で
す
。

■
処
理
場

　
県
代
行
事
業
と
し
て
、
総
合
体
育

館
下
の
松
代
川
嶋
地
区
に
建
設
し
ま

す
。　
以
上
、
説
明
会
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
下
水
道
工
事
は
道

路
を
掘
削
し
て
行
い
ま
す
。
工
事
中

交
通
止
め
や
交
互
通
行
な
ど
で
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

9，1・”5臆，，，1・”豊臆，一匹00”1．巳一，1…1覧，9，唇，”鴛1，一匿00”ll，3gl・”・、，一11一”11魯一、，…』賜，9，・・1騒。1，一腰0一・・1。。一10一髄ll，，・1一”1働。．10一”11』、805’。ll5、・II”。・”・9・”1・。一・1・0’1』”・1・”1・”・，’”』騒一・9。5”ll99・0’”1｝，’”6・…9’”15”・II”』騒”一9’”B恥・・｛1・…陰”葛｝’5髄’1”・5’”’し”』1’”’1…1’’”。・・1’一”’嚇”・’5”葛陰9・・’一”1・…’一”’亀・

回
る
補
助
制
度
を
設
け
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
町
建
設
課

下
水
道
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
額

六
人
槽
　
　
　
六
八
八
、
O
Q
O
円

八
人
槽
　
　
　
八
八
二
、
Q
O
Q
円

十
人
槽
　
一
、
一
八
五
、
○
○
○
円
』

　
　
　
　
　
　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小・中・高

の
動

員職
異

教

（敬称略）

禽備働囲

簿鵬箇②

曹及遷躍

　
下
水
道
事
業
が
実
施
さ
れ
る
松
代
、

太
平
、
千
年
、
及
び
農
業
集
落
排
水

事
業
が
実
施
可
能
な
室
野
以
外
の
集

落
に
つ
い
て
は
、
台
所
、
浴
室
、
便

所
等
の
排
水
を
併
せ
て
浄
化
す
る
厚

生
省
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業

で
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
松
代
町
で
は
、
国
の
基
準
額
を
上

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

教
頭
　
高
橋
良
弘

　
　
　
　
　
（
糸
魚
川
市
中
早
川
小
）

教
諭
　
笹
川
年
子
（
頸
城
村
南
川
小
）

教
諭
　
湯
浅
信
子
（
新
井
市
吉
木
小
）

主
事
　
小
林
千
尋
（
新
井
市
水
原
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

教
頭
　
磯
貝
芳
彦
（
上
越
市
東
本
町
小
）

教
諭
　
渾
川
久
仁
子
（
中
里
村
田
沢
小
）

主
事
　
吉
野
健
治
（
松
之
山
松
之
山
中
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

教
頭
　
木
下
千
恵
子

　
　
　
　
　
　
（
小
千
谷
市
和
泉
小
）

教
諭
　
藤
崎
久
美
子

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
市
鐙
島
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

教
頭
　
小
林
ト
ヨ
子
（
上
越
市
谷
浜
小
）

教
諭
　
青
木
智
子
（
新
潟
市
山
潟
小
）

教
諭
　
山
本
篤
子
（
松
之
山
松
之
山
小
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

校
長
　
倉
石
正
久
（
能
生
町
磯
部
小
）

教
頭
　
久
保
田
恭
司

　
　
　
　
（
湯
之
谷
村
東
湯
之
谷
小
）

教
諭
　
市
川
綾
子
（
津
南
町
津
南
小
）

養
護
　
吉
田
ハ
ル
ミ
（
松
代
中
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

事養教教教校
務護諭諭頭長

八
木
孝
美
（
新
井
市
新
井
南
小
）

，
清
水
康
秀
（
津
南
町
上
郷
小
）

野
島
明
美
（
長
岡
市
千
手
小
）

山
口
陽
子
（
柏
崎
市
比
角
小
）

岩
野
智
子
（
松
之
山
松
里
小
）

鈴
木
千
架
子
（
臨
時
新
採
用
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

教教教教
諭諭諭頭

栄養講
養護師

堀
川
紀
夫
（
板
倉
町
板
倉
中
）

八
木
一
志
（
名
立
町
名
立
中
）

木
澤
　
純
（
頸
城
村
頸
城
中
）

栗
岩
　
浩

　
　
（
浦
川
原
村
浦
川
原
中
）

村
山
　
哲
（
吉
川
町
吉
川
小
）

井
上
久
美
子
（
能
生
町
能
生
小
）

水
口
智
子
（
長
岡
市
希
望
丘
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

栄養教教教教
養護諭諭諭頭

滝
川
浩
資
（
刈
羽
村
刈
羽
中
）

小
林
辰
男
（
松
之
山
松
之
山
中
）

吉
越
康
弘
（
妙
高
村
妙
高
中
）

山
田
麗
子
（
県
立
新
潟
盲
学
校
）

吉
田
ハ
ル
ミ
（
奴
奈
川
小
）

春
谷
貴
美
子
（
新
採
用
）

　
　
　
《
次
頁
下
段
へ
》
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　　い　の　ち

松代町総合計画が改定されました。

　
先
に
行
わ
れ
た
総
合
計
画
審
議
会

で
、
こ
れ
ま
で
に
策
定
さ
れ
、
実
施

さ
れ
て
来
た
松
代
町
総
合
計
画
の
成

果
や
、
昨
年
度
み
な
さ
ん
に
ご
協
力

戴
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
人
が
カ
を

合
わ
せ
、
こ
こ
に
住
む
事
に
大
き
な

誇
り
と
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
町
政
の
基
本
的
な
方
向
を
定
め

て
い
た
だ
き
、
三
月
議
会
で
議
決
さ

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
当
町
で
は
、
現
在
で
も
約
三
人
に

一
人
は
六
十
五
歳
以
上
で
、
今
後
、

更
に
高
齢
化
が
進
む
も
の
と
推
定
さ

れ
、
高
齢
者
の
方
が
生
き
が
い
を
持

っ
て
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る

環
境
整
備
が
急
が
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
9
年
に
は
北
越
北
線

の
開
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
広
域

交
流
が
一
層
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
芝
峠
温
泉
整
備
を
始
め
、
農

村
文
化
社
会
の
人
や
自
然
資
源
を
活

用
す
る
事
業
、
町
風
土
を
生
か
し
な

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

　
　
　
　
　
　
　
い
の
　
ち

　
「
人
と
自
然
の
生
命
が
輝
く
町
」

を
平
成
八
年
度
か
ら
十
七
年
度
ま
で

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
と
し
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
基
本
目
標
実
現

の
た
め
に
次
の
6
つ
の
政
策
目
標
を

定
め
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
い
の
　
ち

1
　
人
と
自
然
の
生
命
が

　
　
　
　
輝
く
ま
ち
の
基
盤
づ
く
り

2
　
豊
か
な
文
化
と

3456

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

持
続
可
能
な
産
業
の

　
発
展
を
め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り

活
き
活
き
と
今
日
を
生
き

　
　
　
明
日
を
拓
く
人
づ
く
り

心
身
の
健
康
を
保
ち

温
か
く
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

明
日
を
想
い

　
　
共
に
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

☆
無
火
災
認
鐘
羅
灘
難
霧
　
　

▲表彰に喜ぶ

　樋ロ消防団長

が
ら
開
発
す
る
観
光
資
源
を
活
用
す

る
事
業
を
総
合
的
に
推
進
し
、
新
し

い
農
村
文
化
産
業
の
振
興
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
更
に
、
広
域
化
、
社
会
的
要
請
に

対
応
し
た
商
店
街
の
形
成
、
及
び
、

既
存
企
業
の
育
成
、
新
規
企
業
の
支

援
に
努
め
、
雇
用
の
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、
住
宅
団
地
整
備
等
の
生
活

環
境
の
整
備
を
進
め
、
若
者
の
定
住

促
進
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
い
か
に
採
算

を
確
保
し
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
維
持
し
、
活
性
化
し
て
行
く
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
予
想

さ
れ
る
社
会
経
済
の
変
動
に
適
切
な

対
応
を
し
な
が
ら
恵
ま
れ
た
自
然
の

中
で
人
々
が
豊
か
に
、
希
望
を
持
っ

て
生
活
し
、
人
と
人
の
交
流
が
広
が

　
　
　
　
　
　
　
い
の
　
ち

る
「
人
と
自
然
の
生
命
が
輝
く
」
創

造
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
三
月
七
日
、
上
越
地
区
支
会
よ
り

松
代
町
が
「
無
火
災
記
録
五
百
日
以

上
」
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
地
域
住
民
の

皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜

物
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
例
年
に
な
い
大
雪
で
、
災

害
の
な
い
こ
と
を
念
じ
て
お
り
ま
し

た
だ
け
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
四
月
も
中
旬
を
過
ぎ
て
、
春
の
火

蓉奪圭麟瀦瀦藷轟瀦繍蕪爾『
．
．
禦
垂
鞍
講
竃
難
灘

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

伊
藤
義
文
（
高
田
高
校
）

外
山
美
香
（
柏
崎
高
校
）

武
者
賢
一
（
村
上
高
校
）

内
藤
留
美
子
（
小
千
谷
高
校
）

小
島
　
文
（
退
職
・
非
常
勤
）

鈴
木
勤
（
退
職
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

横
山
文
文
柏
崎
高
校
定
時
制
）

丸
山
　
力
（
十
日
町
高
校
）

三
村
秀
夫
（
新
潟
西
高
校
）

丸
山
正
彦
（
新
潟
高
校
）

山
本
浩
子
（
新
採
用
）

土
田
雅
和
（
西
越
高
校
）

高
橋
英
則
（
新
採
用
）

尾
身
　
裕
（
十
日
町
保
健
所
）

転
出
さ
れ
た
先
生

　
「
ご
苦
労
様
で
し
た
」

転
入
さ
れ
た
先
生

　
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

災
予
防
運
動
も
終
わ
り
ま
し
た
が
、

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
は
ま
だ

ま
だ
続
き
ま
す
。
分
遣
所
・
消
防
団

も
日
夜
、
災
害
の
な
い
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。
各
家
庭
に
お
い
て
も
、

『
災
害
の
な
い
町
づ
く
り
』
に
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
無
火
災
記

録
を
更
に
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
（
樋
口
消
防
団
長
）
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O

越後まつだい

　冬の陣に参加して

東京松代会冬の陣副実行委員長

　　片山徳重
（横浜市鶴見区在住・菅刈・入脇出身）

　
松
代
町
の
皆
様
お
元
気
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。
冬
の
陣
に
お
伺
い

い
た
し
ま
し
て
お
世
話
に
な
り
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
三
月
九
日
午
前
八
時
、
上
野
公
園

の
西
郷
さ
ん
に
見
送
ら
れ
、
バ
ス
は

一
路
松
代
へ
と
静
か
に
滑
り
出
し
、

実
行
委
員
長
の
挨
拶
を
皮
切
り
に
、

新
会
長
、
最
高
顧
問
の
挨
拶
が
終
わ

る
と
、
車
内
は
大
宴
会
場
。

　
高
速
を
降
り
て
、
八
箇
峠
に
差
し

掛
か
る
と
、
道
の
両
側
は
雪
の
壁
。

初
参
加
の
若
い
ご
婦
人
は
「
ワ
i
！

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
」

と
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
し
て
十
日
町
の
町
並
み
が
見
え

る
と
十
日
町
小
唄
の
大
合
唱
。
浅
河

原
の
堰
堤
で
は
、
オ
シ
鳥
が
仲
良
く

池
に
飛
び
込
み
小
さ
な
水
の
輪
が
で

き
、
そ
の
輪
が
見
る
間
に
大
き
な
ひ

と
つ
の
輪
に
な
っ
て
湖
面
い
っ
ぱ
い

に
広
が
り
…
、
ま
る
で
東
京
松
代
会

の
現
況
を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
犬
伏
か
ら
は
町
当
局
の
車
に
先
導

さ
れ
、
有
名
人
に
な
っ
た
よ
う
な
気

分
で
会
場
入
り
。
大
勢
の
方
々
に
温

か
く
歓
迎
さ
れ
嬉
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
ず
、
開
会
式
に
参
加
し
、

祭
り
を
見
物
し
た
後
は
芝
峠
温
泉
。

良
く
温
ま
っ
た
後
の
大
宴
会
、
そ
の

宴
会
場
を
ソ
ッ
と
抜
け
出
し
外
へ
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ヤ
つ
　
っ
ヤ
つ

て
み
た
。
十
三
夜
の
月
が
煙
々
と
雪

上
を
照
ら
し
、
空
気
は
澄
み
渡
り
、

物
影
は
あ
く
ま
で
黒
く
雪
上
に
映
り

▲夜はみこしと花火で幻想的

…
…
。
幼
い
時
、
近
所
の
貰
い
湯
の

帰
り
道
、
月
明
か
り
の
中
の
凍
み
た

ヤ
ブ
を
母
を
先
頭
に
兄
妹
で
渡
る
時

よ
く
唄
っ
た
『
金
と
銀
』
を
口
ず
さ

ん
で
み
た
。
へ
月
の
砂
漠
を
は
る
ば

る
と
旅
の
ラ
ク
ダ
が
行
き
ま
し
…
、

そ
こ
ま
で
来
る
と
急
に
目
頭
が
熱
く

な
り
感
涙
に
む
せ
た
。
ふ
る
さ
と
っ

て
何
て
い
い
ん
だ
ろ
う
。
こ
の
一
筋

の
涙
だ
け
で
亡
き
母
に
逢
え
た
よ
う

な
気
が
す
る
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も

オ
フ
ク
ロ
は
恋
し
い
も
の
で
す
ね
。

　
再
び
会
場
の
夜
祭
り
見
物
へ
。
見

る
も
の
す
べ
て
す
ば
ら
し
く
、
特
に

雪
上
の
花
火
は
遠
く
の
山
々
を
朱
に

染
め
、
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
ぬ

美
し
さ
で
あ
っ
た
。

　
峰
温
泉
の
従
業
員
の
心
優
し
い
も

て
な
し
に
触
れ
、
心
ま
で
温
ま
る
思

い
が
し
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
上
空
で
は
ヘ
リ

が
舞
い
、
雪
上
で
は
人
が
舞
い
。
小

さ
な
子
供
の
舞
い
は
可
愛
ら
し
く
、

「
あ
れ
は
家
の
孫
だ
ぜ
」
お
爺
さ
ん

や
お
婆
さ
ん
は
腰
を
伸
ば
し
て
声
援

を
送
り
、
嬉
し
そ
う
で
楽
し
そ
う
、
で

良
い
冬
の
陣
で
し
た
。
正
午
か
ら
は

五
百
名
の
戦
士
が
揃
い
、
ブ
ル
ー
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
で
、
一
石
の
米
を
目

指
す
『
の
っ
と
れ
！
松
代
城
』
ホ
ラ

貝
が
合
図
の
ス
タ
ー
ト
は
壮
観
そ
の

も
の
で
し
た
。

　
帰
り
に
は
町
当
局
を
始
め
、
知
人

友
人
か
ら
持
ち
き
れ
な
い
程
の
お
土

産
と
見
送
り
を
い
た
だ
い
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
車
中
で

は
マ
イ
ク
の
奪
い
合
い
「
来
て
よ
か

っ
た
、
来
て
よ
か
っ
た
」
と
心
が
弾

み
ま
し
た
。
特
に
感
銘
を
受
け
た
の

は
東
京
育
ち
の
ご
婦
人
の
言
「
過
疎

だ
、
過
疎
だ
と
聞
い
て
は
い
た
が
、

来
て
み
て
ビ
ッ
ク
リ
。
若
い
人
が
大

雛緯燦
箋

　　縷灘纂購
策
与
g

瀦

》
ホ
ラ
貝
で
ス
タ
ー
ト
の
「
の
っ
と

　
れ
！
松
代
城
」
は
、
壮
観
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

勢
で
あ
れ
だ
け
の
企
画
が
で
き
る
な

ん
て
松
代
町
は
非
常
に
活
気
あ
ふ
れ

る
良
い
と
こ
ろ
だ
。
会
長
を
長
と
し

て
役
員
の
皆
様
の
一
致
団
結
し
て
の

お
世
話
に
良
い
楽
し
い
旅
が
で
き
て

本
当
に
嬉
し
い
。
」
と
の
、
あ
り
が

た
い
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　
松
代
会
の
重
大
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と

つ
『
冬
の
陣
へ
の
参
加
』
も
新
会
長

の
初
仕
事
と
し
て
無
事
に
納
め
、
自

信
も
つ
き
、
こ
れ
か
ら
先
ど
ん
な
会

に
な
る
の
か
一
同
楽
し
み
で
す
。
遅

れ
ば
せ
な
が
ら
各
方
面
か
ら
沢
山
の

寄
付
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
実
行
委

員
長
を
始
め
、
役
員
の
方
々
の
お
骨

折
り
も
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
午
後
九
時
上
野
へ
到
着
、
そ
れ
を

見
て
い
た
西
郷
ド
ン
「
こ
れ
で
東
京

松
代
会
も
安
泰
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
る

声
が
、
私
の
心
眼
に
そ
う
聞
こ
え
ま

し
た
。
ま
さ
に
。
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雛葡鴛欝δ（秘てお癒1 耀探蕎園継謹継轟組麟羅灘諾灘』

　　　　わたる
松澤　航くん

　　4　歳
松代・まつざわ

磁

　　　ゆう　　こ

中澤優子駄
　　　5　歳

木和田原・きんぜん

　　　　P

　コあ　ゆ　　　　　　　ド

　　　、　　　I　　　P　　コ　　　ロP鍵蕪　〆『

　　1　　’

　　けん　いち
若山健一くん

　　5　歳
蒲生・しちん

　　　み　　き
武田美輝駄
　　5　歳
太平・まつしろや

成人式は
　　　　5月3日

　松代町の成人式は、5月3日
　（憲法記念日）午前10時受付、

総合センターで開催されます。

　本年度の対象者には、すでに

ご案内いたしましたが案内もれ

の方があ牛）ましたら、公民館ま

でご連絡ください。なお、今年
’
の
対
象 者は、昭和50年4月2日

から51年4月1日生まれまでの

方です。公民館費7－2301

高額療養費
　　自己負担額引き上げのお知らせ

63，000円一→63，600円に

5月13日（月）＆5月14日（火）、狂犬

病予防注射が実施されます。

◆今年は、狂犬病予防注射にお

　ける製造物責任法（P　L法）

　によ｝）次のような犬は、集合

　注射会場では注射は受けられ

　ません。

①具合いの悪い犬

②妊娠している犬

③注射時に暴れて、飼い主がお

　さえることのできない犬

④他人や子供の連れてきた犬

⑤3週間以内に他のワクチンを

　接種した犬
σ
こ のような犬は、最寄りの動

物病院で相談のうえ、注射を受

けてください。

◆なお、注射終了後は、特に次

　のことに注意してください。

①注射会場から帰る時は、走ら

　せないで安静を保つように心

　がけてください。

②2～3日間は、激しい運動を
　避け、シャンプーや入浴、交
　配なども避けるようにしてく

　ださい。

◆皆様のご協力をお願いします。

　詳しくは、役場国保衛生係ま

　で。

　5月1日から、いままで1人
1ヵ月、ひとつの病院・診療所

について63，000円だった高額療

養費自己負担限度額が63，600円

に引き上げられます。

　高額療養費には、次の四つの

ケースがあ｝）ますが、今回の値

上げには、同一世帯での多数回

の場合の特例②、長期療養の場

合の特例④は関係あ聖）ません。

①月63，600円以上の医療費

　　　　　　　（高額療養費）

　被保険者や被扶養者が診療を

受けて、1人、1ヵ月、ひとつ

の病院・診療所に自己負担して

支払った医療費が63，600円（4

月30日までは63，000円、また、

市町村民税非課税世帯は35，400

円）を越えた場合は、その越え

た分は全額、高額療養費として

健康保険で負担します。

③世帯合算の場合の特例

　ひとつの世帯で、1ヵ月に、

30，000円（市町村民税非課税世

帯は21，000円）以上の医療費の

支払が2回以上ある場合は、合

算して63，600円（4月30日まで

は63，000円、また、市町村民税

非課税世帯は35，400円）を越え

た場合は全額、あとから払い戻

されます。

僧
δ

ミ

、
、
｛
♪
鳥

この分があとで

支給される

，｛，

　　く　　　か　の　　ゐぽが　　　　かかったとき
量この分が国保から支給される

②同一世帯で年4回以上の特例

　ひとつの世帯で、高額療養費

に該当する医療費を前12ヵ月の

間に4回以上支払った場合は、

4回目から、37，200円（市町村

民税非課税世帯は24，600円）を

越えた額があとから払い戻され

ます。

E二ニニ亟亜二二二］

④長期療養を要する病気の特例

　人工透析が必要な慢性じん不

全については、　「特定疾病療養

受療証」を病院の窓口に提出す

ると、1ヵ月10，000円以内の支

払ですみます。①②③の場合と

違ってこの場合はあとで払い戻

すという方法はと｝）ません。健

康保険から直接病院へ支払うこ

とによって、患者の窓口支払が

10，000円以内ですむことになっ

ています。受診の際は、保険証

のほかに「特定疾病療養受療証」

が必要です。

　詳しくは、役場住民課

国保衛生係まで盈7－2220
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　補聴器の無料相談会を次のと

おり開催します。

【日時】4月23日（幻

　　　午後1時30分～午後3時
【会場】渋海荘　工b17－3516

【その他】身体障害者手帳をお

持ちの方は、その手帳と印鑑を

持参してください。

【問い合わせ先】役場住民課

　社会福祉係　　暦7－2220

出稼ぎ者のみなさんへ

　社保から国保に保険証の変わ

る人は、早めに届け出をお願い

いたします。

◎国保への届出は14日以内に

こんなとき 持参するもの

国
保
に
加
入

他市区町村から転

入してきたとき

印かん、転出証明

書

他の健康保険を脱

退したとき

印かん、健保の離

脱証明書

生活保護を受けな

くなったとき

印かん、保護廃止

決定通知書

子どもが生まれた

とき

印かん、保険証、

母子健康手帳

国
保
を
脱
退

他市区町村へ転出

したとき
印かん、保険証

他の健康保険に加

入したとき

印かん、国保と健

保の保険証

生活保護を受ける

ことになったとき

印かん、保険証、保

護開始決定通知書

死亡したとき
印かん、保険証、死

亡を証明するもの

㊥修学のため、子

どもが他の市区町

村に下宿するとき

印かん、保険証、

在学証明書
そ
　
　
の
　
　
他

㊥長期旅行などで

別個の保険証がほ

しいとき

印かん、保険証

15

労働保険の手続きは

　　　　　　　　　　　お早めに！

　労働保険の年度更新の手続き

はお済みでしょうか。申告書の

提出と保険料の納付の期限は、

今年度は5月15日㈱です。

　まだお済みでない方は、お早

めに手続きをしてください。

　労働者を一人でも雇用する事

業主は、労働保険（労災保険・

雇用保険）の加入手続きが必要
です。

　なお、詳しくは労働基準監督

署にお尋ねください。

　十日町市宇都宮9

　　十日町労働基準監督署

　　　　　智0257－52－2079

国土利用計画法のねらい

　国土の総合的かつ計画的な利

用を図ることを目的として、地

価の安定を図るとともに、土地

の乱開発の未然防止を図り、さ

らに遊休土地の有効利用を促進

することを目指すものです。

　この法律は、土地の投機的取

り引きや地価の高騰を抑制し、

乱開発などを未然に防ぐため土

地取り引きについて届出制を設

けています。次の一定面積以上

の土地の取り引きをしようとい

う時は、この法律によりあらか

じめ知事に届け出なければなら

ないことになっています。

◇市街化区域　　　2，000m2以上

◇都市計画区域

（市街化区域除く）5，000m2以上

◇都市計画区域以外の区域

　　10，000m2（約1町歩）以上

〔松代町は都市計画区域以外〕

　個々の取引面積は小さくとも

『合計すると一定面積以上』と

なる一団の土地についても届出

は必要です。

届出から契約まで

　契約をしようとする時は、取

引の当事者（売買の場合であれ

ば売り主と買い主）は、取引の

予定価格や利用目的を記入した

知事あての届出書を契約を結ぶ

6週間前までに『役場』に届け

出てください。

　届出を受けた知事は、取引価

格と利用目的について審査をし

不適当と認める時は、取引の中

止または変更を勧告することが

あります。それ以外の場合には

届出日から6週間以内に勧告し

ない旨、文書で通知します。こ

の通知を受け取れば契約ができ

ることになります。

届出が必要な土地取引

　届け出なければならない土地

取引は、次の要件のものです。

◎売買　◎共有持分の譲渡

◎営業譲渡　◎譲渡担保

◎代物弁済　◎交換

◎予約完結権や買戻権等の譲渡

◎地上権や賃借権の設定、譲渡

届出をしないと

　届出をしないで土地取引をし

たり、偽りの届出をすると6か

月以下の懲役または、百万円以

下の罰金が課せられることがあ

ります。

　なお、届出に必要な用紙は、

役場にあります。詳しいことは

企画財政課におたずねください。

　偽　，α　　偽
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松
代
弁
も

　
　
　
　
　
　
　
　
即
時
変
換
〃

　
「
ま
、
お
ま
え
ば
っ
か
し
ゃ
東
京

か
ら
来
た
っ
て
が
に
松
代
の
言
葉
が

ば
か
出
る
の
．
」

さ
ん喜旨具野高

（松代・とのくら）

　
東
京
を
離
れ
、
松
代
の
人
に
な
っ

て
早
五
年
。
で
も
、
松
代
の
言
葉
使

用
歴
は
ま
だ
二
年
半
な
の
に
、
ど
れ

だ
け
の
人
に
感
心
さ
れ
た
（
飽
き
れ

ら
れ
た
）
事
か
。
「
え
～
？
　
そ
ん
な

に
出
て
ま
す
か
？
　
お
っ
か
し
い
な

～
」
と
、
ト
ボ
け
る
時
だ
け
標
準
語
。

で
も
、
そ
う
い
っ
た
先
か
ら
戻
っ
て

る
。
だ
か
ら
、
東
京
の
友
達
と
の
お

し
ゃ
べ
り
は
と
て
も
神
経
を
使
う
。

口
に
出
す
前
に
頭
の
中
で
標
準
語
に

変
換
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
。

で
も
、
夢
中
に
な
る
と
相
手
の
事
を

考
え
ず
に
、
思
い
き
り
松
代
の
言
葉

で
話
し
て
い
た
り
す
る
。
自
分
の
子

供
に
ま
で
「
東
京
で
す
っ
け
な
言
葉

使
う
ん
じ
ゃ
ね
え
っ
て
が
。
」
な
ん
て

言
っ
て
る
様
じ
ゃ
ま
っ
た
く
説
得
力

無
し
。
困
っ
た
も
の
だ
。

　
良
く
言
え
ば
順
応
性
が
い
い
、
悪

く
言
え
ば
単
純
、
単
細
胞
。
で
も
私

は
松
代
が
好
き
だ
か
ら
こ
れ
で
い
い

と
思
っ
て
ま
す
。
ず
っ
と
、
ず
っ
と

こ
こ
で
生
き
て
い
く
ん
だ
か
ら
。
き

っ
と
、
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
た
の

も
、
皆
さ
ん
に
可
愛
が
っ
て
い
た
だ

け
る
の
も
こ
の
言
葉
の
お
陰
か
な
て

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
役
場
で
お
仕
事
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
る
関
係
上
、
人
と
お
話
し
す

る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
片
言
で

は
あ
り
ま
す
が
、
松
代
の
言
葉
で
一

生
懸
命
ガ
ン
バ
ッ
て
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
髪
の
毛
が
少
々
（
？
）
茶
色
い
で

す
が
、
決
し
て
怖
い
お
姉
さ
ん
（
お

ば
さ
ん
？
）
で
は
な
い
の
で
、
見
か

け
た
ら
声
を
か
け
て
下
さ
い
ね
！

　男　　2，345人　　（一9人）

　女2，398人（一19人）
　計4，743人（一28人）
世帯数1，474世帯（一3世帯）

　出生6人　　死亡6人
　転入14人　　転出42人

　　　（8年3月末日現在）

一人口の動き一

圖
園
圏
圃

▼
願
い
ご
と
が
叶
い
ま
す
よ
う
…
。
昔

流
れ
星
を
見
る
た
び
に
思
っ
た
も
の
で

す
。
運
よ
く
そ
の
一
瞬
を
見
た
喜
び
は

大
き
か
っ
た
。
で
も
、
い
つ
も
願
い
ご

と
を
考
え
て
お
く
と
い
う
訳
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
願
い
ご
と
は
星
の
ま
た
た
き

の
後
、
事
後
承
諾
が
ほ
と
ん
ど
。
▼
先

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
へ
く
た
け
す
い
せ
い

月
下
旬
に
最
接
近
し
た
百
武
彗
星
、
皆

さ
ん
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
？
北

極
星
よ
り
だ
ん
ぜ
ん
大
き
く
、
ボ
ア
ー

と
し
た
輝
き
は
神
秘
的
で
し
た
ね
。
周

期
は
一
～
二
万
年
と
か
聞
き
ま
す
が
、

前
回
と
か
な
り
違
っ
た
地
球
の
様
子
に

彗
星
も
さ
ぞ
驚
い
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
▼
一
万
年
と
い
え
ば
百
世
紀
。

ち
っ
ぽ
け
な
願
い
ご
と
は
そ
の
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
に
何
か
恥
ず
か
し
さ
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
め
げ
る
こ

と
な
く
祈
り
ま
し
た
。
災
害
や
火
災
、

悲
惨
な
交
通
事
故
が
な
く
な
り
、
安
心

し
て
生
き
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
に
…
。
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國團勘團回
（2月26日～3月25日受付）

幸せ多い人生を（結婚）

憲一・寺崎菜穂子凱

　　　　　　（松　代）

力口藤

　げんきな良い子に（出生）

　　　かず　や
柳　　和也、　　浅夫・フエ㌦

　　　（男の子・松代・あめや）
　　　か　　な
小堺　加菜、　　　新一・幸子㌦

　　　（女の子・儀明・稲葉屋）
　　　ひろ　み
関谷　広美～　　正弘・直美㌦

　　　（女の子・松代・飯野屋）
　　　ゆう　き
小堺　裕樹～　　春樹・ゆかり曳

　（男の子・松代・善宗塚住宅）
　　　よう　た
山岸　陽太～　　　宏・矢寿子㌦

　（男の子・松代・善宗塚住宅）
　　　たかひろ
山本　高宏、　　　道雄・栄子歳

　　　　（男の子・犬伏・隠居）

ご冥福を祈ります（死亡）

佐藤タケノ㌦　　　76歳
　　　　　（室野・ふくいだ）

関谷　定夫㌦　　　84歳

　　　　　　　（松代・仲屋）

柳　文八郎㌦　　　83歳

　　　　　　　（孟地・橋場）

ずわこつ）
　ほうカもノしひエヤ　き

＊判官贔屓

　判官という職にあった源義経

をひいきすること。

　兄頼朝に討伐されるなど悲劇

的だった義経の後半生に人々が

同情することから、不幸な人や

弱い人の立場につねに同情し、

助けたいと思う気持ちのこと。
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